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「ウサヒの一日救急隊長（Vo.1）」

東京のイベントから帰って来て間もない 9 月 11 日、

ウサヒは、弟子と一緒に朝日分署(消防署)に来ていました。

※正式名称：西村山広域行政事務組合消防署朝日分署

弟子 「いよいよ本番ですね！師匠！！」

ウサヒ 「ああ・・・来たな、この日が・・・」

▲消防隊員さん達も熱い視線を向ける…

この日は綿密な打合せの末、実現に至った



「桃色ウサヒ 一日救急隊長デビｭー」の記念すべき日だったのです。

▲綿密な打合せ（8 月某日）



▲そして当日 救急の日ののぼりとともにウサヒ登場！！

9 月 9 日は救急の日（「9（きゅう）9（きゅう）」の語呂合わせ）

救急医療や救急業務に対する国民の正しい理解と認識を深めることを目的に、

昭和 57 年（1982 年）、厚生労働省によって定められました。



▲救急の日の PR 活動に合わせて創遊館では

あさひ保育園の園児が書いた救急車の絵が展示されています。

西村山郡の各消防分署では昭和 58 年から平成 15 年まで

救急の日を含む一週間、一日救急隊長を委嘱するなど、

救急活動の PR 等行っていましたが、

地区の少子高齢化等で平成 16 年以降、

救急隊長の委嘱は途絶えてしまっていました。



▲かつての救急の日イベントの写真

弟子 「パンダ！オバ○！

     （朝日町にはウサヒよりだいぶ前からゆるい先輩方が

     いらしたんですね）」

※（）内はココロの声です。

救急の日を啓発するにはどうしたらいいか話し合われた結果、

朝日町を代表するキャラクター「桃色ウサヒ」に白羽の矢がたったのです。



▲西村山広域行政事務組合の荒木新一消防長より委嘱状をいただくウサヒ

荒木消防長 「委嘱状・・・桃色ウサヒ殿 一日消防隊長に任じます」



ウサヒ・弟子 「我々にお任せ下さい！！」



▲早速、初仕事を始めます

▲組織や規律を重んじる消防署。服装等の点検を行います

ウサヒ 「ど～こか異常はないかな？」

（※オーバーな動きは啓発のためです。ご了承ください）



▲このあと手帳も点検しました



▲点検が終わると何事も無かったかのように一糸乱れぬ動きを見せる署員さん



「点検の結果、異常はありませんでした！」

ウサヒ 「おつかれさまでした」

▲最後は記念撮影。



弟子 「意外とアッサリ終わりましたね！」

ウサヒ 「まぁ、ざっとこんなもんだ！！」

消防隊員 「それでは、救急訓練の準備をするので少し待っていて下さい！！」

ウサヒ・弟子 「ええ！！」

そう・・・



一日消防隊長がこんなぬるい仕事で終わるはずは無かった・・・

はたして、ウサヒは一日消防隊長の激務を完遂させることができるのか？？

次回、ウサヒの一日救急隊長（Vo.2） をどうぞお楽しみに！

次回予告

過激さを増す、消防隊長の一日！！



▲どうしたウサヒ！！

▲中の人の顔ってこんなでしたっけ？？



▲なんか、笑われてますけど・・・

こうご期待！！

今後のウサヒの出演予定

14 日： 上山、新キャラクター誕生記念式典 10 時 00 分 ～ （上山市）

14 日： 芋煮フェスティバル 12 時 30 分 ～（中山町）

そして、9 月 16 日は、以前大沼で見かけた巨大生物の真相を探るため

このイベントに参加してきます

＞＞「朝日町エコミュージアムふるさとミニ紀行～不思議めぐり～」

生身の僕・中の人が参加します。



定員にまだ空きがあるようなので、一緒に真実の目撃者になってくれる人も募集しています。

連休も、楽しいイベント盛りだくさん。頑張ります！


